
み ん な で 心 を 一 つ に 　 が ん ば ろ う ！ 　 お お く ま

2017
No.42平成29年

８月１日発行

福島県大熊町
議会だより

題字 大熊中2年　市川　綾
あ や か

花さん

2017
No.42平成29年

８月１日発行

福島県大熊町
議会だより

６
月
定
例
会

会津若松市との交流で郷土芸能を披露しました

響け!! ふるさとへ

町内食堂利用助成……………………………………………………２

大臣発言重い、約束を果す… …………………………… 6

町政を問う　２人が一般質問………………………………… 8

生まれたてのひよっこです　ふるさとおおくま会……… 12



2おおくま議会だより第42号
2017年8月１日発行

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
14
日
か
ら
16

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
11
議
案
が

審
議
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
次
期
タ
ブ
レ
ッ
ト

活
用
事
業
、
次
世
代
避
難
者
支
援
補
助
事
業
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

町
民
が
町
内
の
食
堂
を
利
用
す
る
場
合
に
飲
食
代
を

助
成
す
る
こ
と
で
、
食
堂
の
利
用
を
促
進
し
、
復
興
に

向
け
た
町
内
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
実
施
し
、
利
用
実
績
に
よ

り
来
年
度
以
降
の
運
営
を
決
め
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

申
し
込
み
の
あ
っ
た
３
５
０
０
世
帯
に
は
平
成
29
年

5
月
末
ま
で
に
配
付
し
た
が
、
そ
の
後
新
た
に
申
し
込

み
世
帯
が
数
多
く
出
て
い
る
た
め
、
３
０
０
台
追
加
し

ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
生
ま
れ
た
町
民
、
結
婚

し
て
大
熊
町
民
に
な
ら
れ
た
方
に
年
間
5
万
円
支
給
し

ま
す
。

対
象
者
に
は
秋
頃
通
知
さ
れ
る
予
定
で
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
大
川
原
、
中
屋

敷
地
区
で
住
宅
を
建
設
さ
れ
る
場
合
に
助
成
し
ま
す
。

特
例
宿
泊
等
で
安
心
し
て
滞
在
で
き
る
よ
う
、
夜
間

対
応
と
し
て
大
川
原
連
絡
事
務
所
に
警
備
員
を
配
置
さ

せ
ま
す
。

町
内
食
堂
利
用

１
８
４
万
円

次
世
代
避
難
者
支
援

４
３
５
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

２
９
５
万
円

夜
間
管
理
業
務
委
託

５
１
２
万
円

次
期
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
事
業

１
０
３
０
万
円

木立にたたずむ大熊食堂　定食、丼物、めん類があります

補
　
正
　
予
　
算町

内
食
堂
利
用
助
成

１
食
５
０
０
円
・
年
２
回
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補
　
正
　
質
　
疑

　
　

合
併
浄
化
槽
設
置
補

助
金
は
町
内
の
何
処
に
、

何
基
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

　

大
川
原
、
中
屋
敷
地

区
で
公
共
下
水
道
が
通
っ

て
い
な
い
地
区
に
４
基
の

予
定
で
予
算
化
す
る
。

　
　

何
人
槽
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

合
併
浄
化
槽
補
助
金

問答問

　

住
民
の
住
宅
建
設
が

始
ま
っ
て
お
り
、
１
基
は

６
人
か
ら
７
人
槽
、
あ
と

の
３
基
は
５
人
槽
で
考
え

て
い
る
。

　
　

共
同
墓
地
の
完
成
は

い
つ
か
。

　

平
成
30
年
５
月
に
完

成
予
定
で
あ
る
。
今
年
９

答大
川
原
共
同
墓
地

問答

月
に
は
改
め
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
。

　
　

大
熊
Ｉ
Ｃ
の
出
入
り

口
取
り
付
け
道
路
は
な
ぜ

町
道
な
の
か
。

　

町
道
20
号
線
に
繋
が

る
た
め
、
道
路
法
上
は
町

道
と
な
る
。

　
　

復
興
拠
点
用
地
買
収

は
、
土
地
の
み
な
の
か
。

　

土
地
の
み
で
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
物
は

別
に
契
約
す
る
。

　
　

次
世
代
避
難
者
支
援

管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

事
業
は
い
つ
か
ら
開
始
す

る
の
か
。

　

管
理
シ
ス
テ
ム
が
出

来
上
が
れ
ば
す
ぐ
に
実
施

す
る
。

年
内
に
は
事
業
を
開
始

し
た
い
。

町
道
認
定

問答復
興
拠
点
用
地

問答次
世
代
支
援

問答

　
　

町
内
食
堂
利
用
支
援

で
１
食
あ
た
り
５
０
０
円

年
２
回
の
補
助
を
考
え
て

い
る
が
、
２
０
０
円
程
度

に
す
れ
ば
複
数
回
利
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

補
助
制
度
の
初
年
度

で
あ
り
、
利
用
実
績
を
見

定
め
て
次
年
度
に
向
け
検

討
し
た
い
。

町
内
食
堂

問答

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

３
０
０
台
追
加
し
て

い
る
が
、
特
に
年
配
者
に

対
し
て
は
親
切
に
説
明
し

て
ほ
し
い
。

　

家
庭
に
訪
問
し
操
作

方
法
な
ど
を
解
り
や
す
く

説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
実
施
し
て

い
く
の
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
へ
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト

問答

新
谷　

孝た
か
あ
き明
氏　

再
任

石
橋　

裕ひ

ろ

こ子
氏　

新
任

佐
々
木
正ま

さ
し
げ重
氏　

新
任

人
権
擁
護
委
員
の
同
意

採
択
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

賛
成
11　
　

反
対
０

任
期
は
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

帰町へ住民の
住宅建設始まる

合
併
浄
化
槽
補
助

　
　

人
権
擁
護
委
員
は
現

在
ど
の
様
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
。

人
権
擁
護
委
員

問

　

い
わ
き
市
の
法
務
局

と
連
携
を
取
り
、
い
わ
き

市
を
中
心
に
年
間
21
件
の

講
演
会
活
動
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

答

大川原に現在建設中の2世帯住宅
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平
成
29
年
５
月
24
日
か
ら
25
日
の
２
日
間
、
直
面

す
る
町
の
重
要
課
題
を
所
管
す
る
省
庁
の
大
臣
お
よ

び
政
権
与
党
・
東
京
電
力
に
要
請
活
動
し
ま
し
た
。

　
24
日
に
地
元
選
出
の
吉
野
復
興
大
臣
を
は
じ
め
山

本
環
境
大
臣
、
高
木
経
済
産
業
副
大
臣
、
自
民
党
東

日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部
額
賀
本
部
長
・
公
明

党
山
口
代
表
と
所
属
す
る
役
員
の
方
々
、
25
日
に
東

京
電
力
広
瀬
社
長
と
懇
談
し
、
復
興
再
生
拠
点
認
定

除
染
継
続
、
公
共
賠
償
検
討
な
ど
前
向
き
な
回
答
を

引
き
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
の
課
題
が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
さ
れ

る
よ
う
、
議
会
の
立
場
か
ら
も
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

特定復興再生拠点認定へ

１．国道6号の除染と特定復興再生拠点の認定
国道６号は、全線開通から約３年経過するが、未だ富岡町の一部から大熊町・双葉町は帰還困難区域であ

り、車輌の通過は認められているものの人の立ち入り制限が継続されており、基幹道路を起点とする復興の
目
め

途
ど

が立たない状況にある。
既に解除されている各町の状況を見ても、国道６号沿いからコンビニエンスストアやガソリンスタンド等

の事業再開や復興に携わる企業が張り付く中で地域の復興が急速に進み、避難区域解除や帰還の進展に結び
付けてきた経緯がある。
国道から緩衝地帯も含め100ｍ程度除染範囲を拡大することにより、事業再開に加え、特定原子力施設に

携わる企業の事務所、宿泊施設の設置やモータープールの整備等廃炉作業の効率化、進展の加速化に寄与で
きるものと考える。
また復興に欠かせない、国道6号とアクセスする県道と町道を特定復興再生拠点として早急に認定するよ

う併せて強く要請する。

２．ＪＲ大野駅改修および駅周辺の除染
平成31年度末に常磐線富岡駅～浪江駅までの開通が予定されているが、開通までに乗降が可能になるよ

う駅舎の全面改修および東・西口周辺の除染を行うこと。
また、駅周辺の整備は新たな町づくりの拠点とするので、県立大野病院周辺も含め特定復興再生拠点とし

て整備すること。
併せて大野駅東口から特定原子力施設までのアクセス道路の確保および大野駅西口から大川原復興拠点ま

でのアクセス道路を、特定復興再生拠点として位置づけ整備すること。

要請内容

町民の願いをこめて吉野復興大臣へ要請書をわたす

要
　
請
　
活
　
動
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国道6号・JR大野駅周辺
３．野上地区等400ha除染の早期実施と住民の自由な立ち入り区域拡大
現在国直轄で95haに続き52haの除染を実施しているが、引き続き国直轄で計画している残る野上地区他

253haの除染を早急に実施し、大川原復興拠点を中心とした新たな町づくりのエリア拡大を図ること。中
間貯蔵施設受け入れ要請の際の大臣発言に基づくものであり、無条件で実施されるものと理解している。
また現在自由に立ち入りできる区域は、大川原地区と中屋敷地区の350haと町全体面積7,870haの4.4％

に過ぎず、除染が終了した区域については、放射線低減などの安全性を考慮した上で、自由に立ち入りでき
る区域に見直し、除染した状態を町民が見ることで町の復興を肌で感じ、少しでも身近に思えるような環境
構築が重要である。併せて大川原地区を中心とした新たな町が既存の交通網を活用しその範囲を広げていく
ことは必要不可欠であり、早期に福島復興特措法の中で検討すること。

４．公有地・公有施設の賠償指針の構築
個人の所有資産は全損であるが、公有地・公有施設については実害があれば賠償の対象とするとの見解で

ある。いずれ使用するであろうという考え方が根拠になっているが、これまでに避難指示が解除され、帰還、
復興が進む他自治体との全く異なる事情があることを理解して頂く必要がある。帰還困難区域の中にあり維
持・修繕もままならず、解除の見通しさえ立てられず使用できないからこそ、新庁舎等を含めた復興拠点を
整備している。
　なかでも中間貯蔵施設予定地内にある公有地・公有施設については、被災したままその本来の行政財産と
しての目的に使用されることがなくなってしまうことが明らかであり、またその時期も間もなくと考えられ
るため、賠償の考え方を早急に整理して頂く必要がある。
　一例として工業団地向けの工業用水事業負担金については、原子力事故により事業再開の可能性が消滅
し、また中間貯蔵施設用地として工業団地の機能を失っているにもかかわらず、負担金を払い続けている。
　こうした個別の放置しておけない事情が存在していることを御理解いただき、公有地・公有施設の賠償指
針を早急に構築すること。

５．住民税減免に伴う減収補てん
国民健康保険、介護保険料等の減免措置と一部負担金免除制度の継続
高速道路使用料無料措置の継続

いずれの制度も単年度の措置ではなく、
また予算成立上の問題としてではなく、制
度上の問題として位置付けてもらいたい。
避難指示が継続している段階では当然の

ことと受け止めており、避難が長期に亘る
状況では、解除後も一定期間の適用は必要
である。

高木経産副大臣と復興へ向けた議論をかわす

要
　
請
　
活
　
動
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野上地区等の除染早期実施を
大臣発言重い 責任果す

　
　

野
上
地
区
等
４
０
０

㌶
除
染
の
早
期
実
施
を
強

く
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　

石
原
大

臣
の
発
言
を
環
境
省
と
し

て
重
く
捉
え
て
い
る
。

一
方
で
福
島
復
興
再
生

特
措
法
改
正
の
枠
が
あ
り

法
の
範
囲
で
は
あ
る
が
１

２
０
％
や
っ
て
い
き
た
い
。

環
境
省
と
し
て
約
束
し

た
こ
と
は
長
い
ス
パ
ン
で

あ
っ
て
も
責
任
を
果
た
す
。

　
　
　
　
　
　
　

４
０
０

㌶
除
染
の
残
り
に
つ
い
て

基
本
方
針
に
書
き
た
か
っ

た
が
、
今
は
拠
点
に
入
れ

た
ほ
う
が
国
と
し
て
も
や

り
易
い
と
判
断
し
た
。

　

約
束
だ
か
ら
必
ず
実
施

す
る
。
同
時
に
駅
周
辺
も

拠
点
に
す
る
。

　
　

国
道
６
号
の
除
染

と
特
定
復
興
再
生
拠
点
の

認
定
を
強
く
要
望
す
る
。

問山
本
環
境
大
臣

吉
野
復
興
大
臣

問

　
　
　
　
　
　
　

６
号
沿

線
に
つ
い
て
も
特
定
復
興

再
生
拠
点
に
組
み
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

沿
線
全
て
画
一
に
１
０

０
ｍ
は
難
し
い
が
コ
ン
ビ

ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

等
の
施
設
を
再
開
す
る
計

画
が
あ
れ
ば
重
点
的
に
実

施
す
る
。

　
　

６
号
の
迂
回
路
が
な

い
問
題
を
重
要
視
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活

道
路
と
迂
回
路
の
よ
う
な

道
路
は
分
け
て
考
え
た
ほ

う
が
良
い
。

迂
回
路
も
特
定
復
興
再

生
拠
点
に
組
み
入
れ
る
な

ど
町
は
強
気
で
計
画
を
立

て
て
ほ
し
い
、
協
力
す
る
。

　
　

Ｊ
Ｒ
大
野
駅
の
改
修

と
駅
周
辺
除
染
を
早
急
に

実
施
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
大
野
駅
と
双
葉
駅

間
に
放
射
線
量
の
高
い
エ

吉
野
復
興
大
臣

問高
木
経
産
副
大
臣

問

リ
ア
が
あ
り
開
通
が
危
惧

さ
れ
る
。
国
に
よ
る
除
染

を
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　

常
磐

線
の
全
線
開
通
は
個
人
的

に
前
倒
し
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

駅
舎
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
は

地
元
負
担
の
考
え
が
強
く

最
近
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど

そ
う
だ
が
、
改
修
費
を
ど

う
す
る
か
詰
め
て
い
き
た

い
。ま

た
Ｊ
Ｒ
所
掌
以
外
の

線
路
周
辺
除
染
は
、
駅
周

辺
が
特
定
復
興
再
生
拠
点

の
認
定
を
受
け
れ
ば
一
体

で
拠
点
指
定
す
る
。

　

常
磐
線
の
全
線
開
通
は

復
興
に
は
か
か
せ
な
い
。

国
・
県
・
Ｊ
Ｒ
・
町
で
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
特
出
し
で

や
り
た
い
。

　
　

住
民
が
自
由
に
立
ち

入
り
で
き
る
区
域
を
拡
大

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

事
故
が

あ
っ
て
身
元
が
確
認
で
き

な
い
場
合
や
、
犯
罪
な
ど

高
木
経
産
副
大
臣

問吉
野
復
興
大
臣

万
一
の
場
合
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
た
環
境
づ
く
り
が
必

要
な
こ
と
も
解
っ
て
い
る
。

　

解
除
は
で
き
な
い
が
拠

点
の
飛
び
地
と
す
れ
ば
出

入
り
で
き
る
。
一
律
に
５

年
解
除
し
な
い
わ
け
で
は

な
く
拠
点
整
備
さ
れ
れ
ば

解
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

住
民

の
気
持
ち
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
水
面
下
で
検
討
し
て

い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
出
入
り
管

理
も
選
択
肢
の
1
つ
と
考

え
て
い
る
。

　
　

公
有
地
・
公
有
施
設

の
損
害
賠
償
指
針
を
早
く

構
築
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

賠
償
の

幅
が
広
く
、
自
治
体
賠
償

が
明
ら
か
に
後
回
し
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
現
在
検
討
中
で
あ

る
。

高
木
経
産
副
大
臣

問東
電
広
瀬
社
長

　
　

住
民
税
減
免
の
減
収

補
て
ん
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
等
の
減

免
措
置
と
一
部
負
担
金
免

除
継
続
、
高
速
道
路
利
用

料
無
料
措
置
の
継
続
を
求

め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

住
民

税
等
は
ま
だ
解
除
し
て
い

な
い
の
で
、
解
除
し
て
か

ら
発
生
す
る
問
題
と
考
え

て
い
る
。

　

一
方
で
高
速
道
路
は
無

料
だ
か
ら
帰
ら
な
い
と
い

う
事
象
も
あ
る
。

　

と
り
あ
え
ず
大
熊
町
は

大
丈
夫
だ
と
思
う
が
、
予

算
の
問
題
が
あ
り
約
束
は

で
き
な
い
。

　
　

特
定
復
興
拠
点
は
何

か
作
ら
な
け
れ
ば
認
定
さ

れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

計
画
の

仕
方
の
問
題
で
あ
り
、
町

か
ら
も
大
臣
に
言
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　

自
分
も
知
恵
を
出
す
の

で
町
も
知
恵
を
出
し
て
ほ

し
い
。

問高
木
経
産
副
大
臣

問吉
野
復
興
大
臣

大
臣
解
答

山
本
環
境

要
　
請
　
活
　
動

　
６
省
庁
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　
各
大
臣
の
解
答
の
内
、
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。
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４
月
26
日
大
熊
町
内
の
除
染
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
→
熊
川
海
岸
の
ガ

レ
キ
処
理
の
状
況
→
中
間
貯
蔵
施
設
内
各
施
設
の
整
備
状
況
→
大
野
駅

周
辺
・
下
野
上
・
熊
地
区
除
染
状
況
→
大
熊
イ
ン
タ
ー
予
定
地
→
廃
炉

関
連
企
業
→
太
陽
光
発
電
→
植
物
工
場
→
墓
地
設
置
場
所
→
中
屋
敷
地

区
飲
料
水
井
戸
な
ど
の
整
備
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
仮
設
焼
却
炉
や
除
染
廃
棄
物
受
け

入
れ
・
分
別
施
設
は
、
復
興
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
り
早
期
建
設
が

望
ま
れ
ま
す
。

大
熊
町
内
現
地
視
察

全
員
協
議
会
　

施設整備が進んでいることを確認しました

５
月
22
日
、
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
議
会
の
存
在
感
を
示
す
広
報
へ
」「
読
者
目
線
で
の
情
報
発
信
」「
進

ん
で
手
に
取
り
読
み
た
く
な
る
工
夫
を
」「
定
例
会
の
報
告
に
終
始
し

な
い
住
民
参
加
の
協
働
広
報
を
拡
充
」「
議
会
情
報
の
入
手
ル
ー
ト
を

増
や
す
」
な
ど
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
を
活
か
し
、
読
者
目
線
で
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
、

進
ん
で
手
に
取
り
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
広
報
誌
を
届
け
ま
す
。

読
み
た
く
な
る
誌
面
を

広
報
公
聴
常
任
委
員
会
　

わかりやすい広報を届けるために

復興へ欠かすことができない
早期建設が望まれる

仮
設
焼
却
炉

中
間
貯
蔵
施
設

全
員
協
議
会

広
報
公
聴
常
任
委
員
会
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一  

般  

質  

問

木幡ますみ 議員

　
　
　

何
故
Ｊ
Ｒ
大
野
駅

周
辺
を
新
た
な
町
づ
く
り

と
す
る
た
め
、
駅
周
辺
を

除
染
、
整
備
を
し
て
く
れ

と
国
に
要
請
を
し
て
来
た

の
か
。

 

そ
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、

現
在
の
役
場
庁
舎
を
よ
り

除
染
を
し
、
耐
震
に
関
し

て
も
補
強
す
る
な
り
改
築

す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い

か
。さ

ら
に
庁
舎
建
設
事
業

Ｐ
Ｍ
業
務
委
託
料
と
あ
る

木
幡

と
す
る
の
か
。
そ
し
て
最

終
的
に
、
機
能
面
に
お
い

て
誰
が
責
任
を
負
う
の
か
。

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

が
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
言
わ

れ
、
建
設
段
階
よ
り
さ
ら

に
幅
広
く
企
画
、
構
想
段

階
か
ら
一
括
し
て
行
う
業

務
で
あ
る
。

行
政
が
主
体
的
に
関
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行

政
が
主
体
的
に
関
わ
る
べ

き
事
を
放
棄
す
る
事
は
委

託
先
業
者
が
行
政
を
代
行

す
る
と
い
う
事
な
の
か
。

役
場
庁
舎
を
何
の
た
め

に
誰
の
為
に
建
設
し
よ
う

問 

考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

答 

客
観
的
情
勢
を
認
識
し
て
発
言
す
べ
き

新庁舎建設

　
　
　

大
川
原
地
区
の
新

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

復
興
拠
点
整
備
を
始
め
、

議
員
の
皆
さ
ま
と
は
、
定

例
会
、
全
員
協
議
会
、
各

常
任
委
員
会
に
お
い
て
十

分
説
明
協
議
を
し
て
き
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
や
、
第
二
次
復
興
計

画
策
定
段
階
に
お
い
て
も

空
間
放
射
線
量
の
推
移
予

測
、
一
定
面
積
の
確
保
の

可
否
、
地
権
者
の
協
力
は

得
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
精

査
・
検
討
し
、
積
み
上
げ

て
き
た
結
果
で
あ
る
。

数
少
な
い
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
（
中
屋
敷
地

区
）
と
居
住
制
限
区
域

（
大
川
原
地
区
）
に
復
興

の
活
路
を
見
出
す
た
め
に

ど
れ
だ
け
皆
で
大
変
な
思

い
を
し
た
か
、
議
員
自
身

で
、
今
ま
で
の
い
き
さ
つ

経
過
を
十
分
調
査
す
べ
き

町
長

だ
と
思
う
。

ま
た
選
定
に
あ
た
っ
て

も
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
、
県
内
各
市
で
都
市

計
画
案
の
住
民
説
明
会
を

す
る
な
ど
、
丁
寧
な
説
明

を
心
が
け
て
き
た
。

旧
庁
舎
は
帰
還
困
難
区

域
の
中
に
あ
り
耐
震
補
強

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
空
調

設
備
も
古
く
傷
ん
で
い
る
。

改
築
に
は
相
当
の
経
費
を

要
し
、
そ
の
活
用
は
見
通

し
が
た
た
な
い
現
状
で
あ

る
。一

般
質
問
は
議
員
の
特

権
で
あ
り
、
町
民
の
生
活

福
祉
向
上
の
た
め
、
建
設

的
意
見
を
述
べ
、
町
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
の
が
基

本
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

震
災
と
原
発
事
故
か
ら

６
年
３
か
月
が
経
過
し
、

新
た
な
復
興
の
中
心
と
し

て
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ

る
中
で
、
こ
の
質
問
は
理

解
に
苦
し
む
。
６
年
前
に

こ
の
質
問
が
出
て
く
る
な

ら
ま
だ
し
も
、
客
観
的
情

勢
を
よ
く
認
識
し
て
発
言

す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、「
Ｐ
Ｍ
業
務
委

託
」
に
つ
い
て
だ
が
、
公

共
事
業
に
お
い
て
町
の
指

示
の
も
と
、
目
的
達
成
の

た
め
に
関
係
機
関
と
の
調

整
、
技
術
的
な
検
討
と
検

証
、
コ
ス
ト
管
理
を
行
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な

運
営
、
推
進
を
図
る
こ
と

で
あ
る
。
議
員
の
言
わ
れ

る
丸
投
げ
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
町
が
主
体

的
立
場
に
あ
り
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
も
の
で
あ

る
。町

と
し
て
も
庁
舎
建
設

と
い
う
一
大
事
業
に
あ
た

り
専
門
的
な
目
線
か
ら
サ

ポ
ー
ト
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
政
を
問
う
　
復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て
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一  

般  

質  

問
伊
藤
　
昌
夫 

議
員

　
　
　

国
が
認
定
し
た
特

定
復
興
再
生
拠
点
は
５
年

以
内
（
平
成
33
年
度
）
に

除
染
を
含
め
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
る
と
言
う

が
、
今
回
拠
点
整
備
か
ら

外
れ
帰
還
が
遅
れ
る
地
域

も
考
え
ら
れ
る
。

町
は
こ
の
よ
う
な
地
域

住
民
に
対
し
、
平
成
33
年

度
以
降
拠
点
整
備
が
完
了

す
る
ま
で
、
宅
地
を
町
で

借
り
上
げ
土
地
活
用
を
図

る
、
あ
る
い
は
希
望
者
に

対
し
て
代
替
地
を
提
供
す

る
な
ど
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
施
策
を
早
急
に
講
ず

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

伊
藤

　
　
　

特
定
復
興
再
生
拠

点
の
対
象
外
に
自
宅
の
あ

る
方
や
、
中
間
貯
蔵
施
設

建
設
予
定
地
内
に
自
宅
の

あ
る
方
に
対
し
て
、
今
後

除
染
エ
リ
ア
等
に
居
住
を

確
保
し
て
い
く
。

今
後
５
年
以
降
の
考
え

方
に
つ
い
て
も
、
町
内
全

域
の
除
染
・
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
る
よ
う
国
に
対

し
て
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

現
時
点
で
そ
の
範
囲
、

時
間
軸
に
つ
い
て
断
言
は

で
き
な
い
が
、
生
活
支
援

制
度
の
柔
軟
な
適
応
に
よ

っ
て
、
町
民
の
皆
様
の
要

望
に
そ
え
る
よ
う
に
努
め

る
。ま

た
、
復
興
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
立
ち
上
げ
と
連

動
し
て
、
皆
様
方
の
不
動

産
の
有
効
な
利
用
と
、
安

心
し
て
受
託
管
理
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
目
指

す
。 町

長

問 町で借り上げるなど土地活用を

答 復興まちづくり会社と連動する

帰
還
遅
延
区
域

　
　
　

改
正
福
島
復
興
再

生
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
た
。

町
は
、
特
定
復
興
再
生

拠
点
の
認
定
に
向
け
て
整

備
計
画
を
作
成
中
と
思
う

伊
藤

が
、
町
民
に
全
体
構
想
を

早
急
に
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

特
に
西
大
和
久
地
区
・

熊
２
区
・
３
区
の
構
想
を

併
せ
て
伺
う
。

問 

全
体
構
想
を
示
せ

答 

町
内
の
全
体
構
想
に
取
り
組
む

復興再生拠点

全体構想を早急に

　
　
　

平
成
32
年
４
月
に

は
全
線
開
通
予
定
の
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
大
野
駅
周
辺
や
将

来
的
に
二
次
医
療
を
担
う

大
野
病
院
周
辺
、
ま
た
交

通
の
要
と
な
る
国
道
６
号

沿
線
と
町
の
中
心
部
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
県
道
・
町
道
沿
線
を

含
め
て
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
と
す
る
。

復
興
拠
点
で
あ
る
大
川

原
地
区
や
下
野
上
地
区
の

除
染
エ
リ
ア
と
の
一
体
性

を
考
慮
し
計
画
を
進
め
て

い
る
。

ま
た
関
係
省
庁
・
県
と

共
に
計
画
認
定
に
向
け
た

協
議
を
重
ね
て
お
り
、
西

大
和
久
地
区
や
熊
２
・
３

区
な
ど
含
め
た
町
内
の
全

体
構
想
に
つ
い
て
も
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
月
12
日
会
津
若
松
出
張
所
に
て
委
員
会
を
開
催

し
、
総
務
課
、
税
務
課
、
出
納
室
、
教
育
総
務
課
、

企
画
調
整
課
へ
今
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

町の将来像を描く
若手職員に未来をたくす

　
　

ふ
る
さ
と
未
来
会
議

は
ど
の
様
な
目
的
で
設
置

さ
れ
た
の
か
。

今
後
の
検
討
課
題
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

復
興
拠
点
を
含
め
た

町
内
全
域
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

町
の
若
手
職
員
を
中
心

に
19
名
で
構
成
し
、
40
年

後
の
大
熊
町
の
将
来
像
を

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に

ま
と
め
る
。

会
議
お
よ
び
先
進
自
治

体
研
修
な
ど
の
活
動
を
年

間
19
回
予
定
し
て
い
る
。

行
政
区
絆
推
進
補
助

　
　

行
政
区
絆
推
進
補
助

金
で
期
間
終
了
後
の
余
剰

金
は
次
年
度
に
繰
り
越
し

で
き
な
い
か
。

　
　

交
付
要
綱
に
基
づ
き

３
カ
年
の
実
施
を
事
業
の

対
象
と
し
て
お
り
、
終
了

後
の
余
剰
金
は
返
還
し
て

頂
く
。

ふ
る
さ
と
未
来
会
議

問答問答

　
　

絆
事
業
を
継
続
す
べ

き
で
は
。

　
　

要
望
に
そ
っ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

家
屋
損
壊
調
査

　
　

調
査
は
今
年
度
で
終

了
な
の
か
。

　
　

申
し
込
み
が
あ
る
限

り
続
け
る
。

昨
年
申
し
込
み
が
あ
っ

た
も
の
は
今
年
度
中
に
実

施
す
る
。

調
査
結
果
は
98
・
5
％

が
半
壊
以
上
と
な
っ
て
い

る
。役

場
庁
舎

　
　

町
役
場
庁
舎
の
整
備

計
画
は
示
し
て
い
る
が
、

交
流
・
商
業
・
医
療
等
、

施
設
設
置
計
画
は
い
つ
示

す
の
か
。

　
　

ふ
る
さ
と
未
来
会
議

の
検
討
を
も
と
に
平
成
29

年
度
中
に
策
定
を
目
指
す
。

　
　

職
員
宿
舎
は
拠
点
整

備
と
一
体
で
計
画
す
べ
き

で
は
。

問答問答問答問

　
　

宿
舎
は
大
川
原
復
興

拠
点
外
へ
の
整
備
で
考
え

て
い
る
。

整
備
期
間
は
庁
舎
建
設

と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

考
え
て
い
る
。

携
帯
電
話

　
　

中
屋
敷
地
区
の
携
帯

電
話
エ
リ
ア
整
備
は
ど
こ

ま
で
進
捗
し
て
い
る
の
か
。

　
　

国
か
ら
は
３
か
所
の

ア
ン
テ
ナ
設
置
の
認
可
は

受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
３
か
所
設
置

し
て
も
全
世
帯
の
内
３
世

帯
は
は
ず
れ
、
全
世
帯
網も

う

羅ら

は
難
し
い
。

帰
町
動
向
を
見
な
が
ら

区
長
と
相
談
し
て
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

答問答

未来の町づくりのために
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

５
月
15
日
い
わ
き
出
張
所
に
お
い
て
委
員
会
を
開

催
し
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
事
業
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
、

復
興
整
備
事
業
な
ど
の
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

高
齢
者
の
申
請
状
況

は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

　

ま
た
申
請
で
き
な
い
で

い
る
方
へ
の
申
請
は
ど
う

す
る
の
か
。

サ
ポ
ー
ト
補
助
金

問

　
　

把
握
で
き
て
い
る
。

申
請
し
て
い
な
い
方
は
今

年
度
の
事
業
で
個
別
訪
問

を
予
定
し
て
い
る
。

答

火
災
対
策

　
　

仮
設
の
火
災
対
策
は
。

　
　

予
防
活
動
が
基
本
で

あ
る
。

　

万
が
一
の
場
合
火
災
に

な
れ
ば
地
元
消
防
の
対
応

に
な
る
。

消
防
団
活
動

　
　

浪
江
町
で
森
林
火
災

が
発
生
し
た
が
居
住
制
限

区
域
、
避
難
解
除
準
備
区

域
は
消
防
団
が
入
れ
る
か
。

　
　

浪
江
町
の
山
林
火
災

は
帰
還
困
難
区
域
で
あ
り

消
防
団
の
消
火
活
動
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

居
住
制
限
区
域
、
避
難

解
除
準
備
区
域
に
つ
い
て

消
防
団
は
消
火
活
動
が
出

来
る
。

イ
ノ
シ
シ
対
策

　
　

イ
ノ
シ
シ
駆
除
対
策

を
し
て
住
宅
地
を
フ
ェ
ン

ス
で
囲
う
な
ど
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

電
気
柵
の
貸
出
し
な

ど
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

問答問答問答

生活サポート補助　色んなメニューがありますよ

高齢者の申請
　個別訪問で支援

　

今
の
と
こ
ろ
有
効
な
手

立
て
が
な
い
。

給
水
対
策

　
　

復
興
拠
点
の
整
備
が

進
み
、
将
来
的
に
誘
致
企

業
が
増
え
た
場
合
給
水
が

不
足
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

水
道
企
業
団
、
Ｕ
Ｒ

と
町
で
協
議
し
供
給
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を

講
ず
る
。

道
路
補
強

　
　

町
道
西
20
号
線
の
道

路
舗
強
で
路
盤
の
中
層
上

層
だ
け
や
っ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
下
部
路
盤
が

も
た
な
い
の
で
は
。

　
　

町
で
も
環
境
省
と
協

議
し
て
い
る
が
耐
圧
調
査

を
行
い
強
度
は
確
認
し
て

い
る
。

問答問答

防
犯
灯

　
　

町
内
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

　
　

取
り
替
え
の
際
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
て
い
る
。

　
　

福
寿
会
が
運
営
し
て

い
る
会
津
若
松
市
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
が
終
了
し
た

場
合
、
利
用
者
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　

現
在
利
用
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
家
族
と
協

議
し
、
他
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
を
紹
介
す
る
。

　
　

大
川
原
地
区
に
開
設

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

公
設
民
営
の
よ
う
な
方
法

は
と
れ
な
い
か
。

　
　

浜
通
り
に
開
設
し
て

も
人
員
の
確
保
が
難
し
い
。

問答グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

問答問答

サ
ポ
ー
ト
補
助
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委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

気軽に参加してください

生まれたてのひよっこです
ふるさとおおくま会

いわき市草野公民館を中心に集まれる人たちの『ふるさとおおくま会』を
4月に発足しました。

いわき市を含め広野町、楢葉町に住んでいる人たちも集まってい
ただけたらと「ふるさとおおくま会」と名付けました。交流内容は
日帰りバスツアー、忘年会、餅つき会等を予定し、７月１日の「美
味しいお弁当でわいわいおしゃべり昼食会」で皆さんと話し合いな
がら決めました。

楽しい会になるよう運営します

まだ生まれたばかりの「ひよっ子」で
すが、多くの人が気兼ねなく集まれる憩
いの場としていきたいと考えています。
気軽にご参加下さい。

役員の
つぶやき

会長　石橋英雄（☎090-2270-8138）

編
集
後
記

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
７
回
目
の
夏

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。「
本
当
の
現
実

を
知
り
、
そ
れ
を
正
し
く
理
解
し
、
未
来
へ

道
筋
を
つ
け
る
」
こ
と
。
い
ま
住
民
お
の
お

の
に
と
っ
て
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
意
味
合

い
か
ら
も
大
熊
町
議
会
だ
よ
り
は
最
も
手
短

な
情
報
を
得
る
有
効
手
段
と
し
て
大
い
に
役

立
ち
ま
す
。
読
み
や
す
く
・
わ
か
り
や
す
く
・

そ
し
て
親
し
み
や
す
い
広
報
の
あ
り
か
た
に

心
掛
け
編
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
是
非
と

も
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
生
活
再
建
を
め
ざ
す

方
々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
、
ネ
バ
ー
・
ギ

ブ
ア
ッ
プ
（
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
）
精
神

の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

堀
川　

亘
夫

・近隣の日帰りバスツアー
・忘年会・新年会・餅つき会
・他のサークルとの懇親会
（いわきはそれぞれのサ
ークル活動に参加可）
・町の情報収集のための座
談会（役場・議会）
・会員の勧誘

会員の主な要望


